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イ ン ドネ シア の 水 力発電所 掘削工 事 に おける問題 と対策
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表一1　 発電所規模 お よ び 主 要 工事 （発電所閼係）

1．　 ま え が き
工 　 　 　 種 規 模

　当発電所 は ， イ ン ドネ シ ア ，ス マ トラ島中部 に 位置す る

天然 の カ ル デ ラ湖 の 水 を利用 した ， 最大出力 70　OOO　kW の 　　放　 水

RC 造半地下式発電所 で あ る 。 主 な工 事 は，発電所 く体 お

よび 導水 トン ネル を含 む 取排水施設 の 建設で あ る が，い ず　　掘削，埋戻 し土

れ の 工事に関して も着工 初期段階にお い て難渋を極め，当　　
量

初施工 計画 の 大幅 な 変更 を余儀 な くさ れ，工 事費 の 増大 お

よび 工 期 の 遅延 を招 い て し ま っ た。

　 当報告で は ， 発電所 工 事 の うち ， 特　　　　　　　表
一2

va 電 劇 半地賦 RC 馳 下 ・階地上 ・階

va　1・ ・造 ・連 箱型 （・ − 37… m ）・撚 ・ （腰 ・2r
．
）

　 　 　 　 　 i
ス イ ・ チ ヤ ード lgooomL

’
（C「mx134m ）

掘削 ：

　土 砂 359396m ”

岩 　　　 25996

転　石 　 　4919

埋 戻し ：

土 砂 192985mS

岩　 　　 9353

砕　弔　　2951

に ， く体 の 掘削工 事 に お い て 発生 した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
種 々 の 問題 とそ の 対応策な らび にそ の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

後 の ク レ
ーム 処 理 の 経緯 につ い て 述べ 　

る もの で ある。

2．　 工 事 概 要

当初契約 時約定 工程 ・実施 工程 比較 （発電所 関係）

i｝ 発注者 ； イ ン ドネ シ ア 政府 （電力公 社）

li＞ コ ン サ ル タ ン ト ： ス イ ス と 日本 の コ ン サ ル タ ン ト会

社 の 連合 。

fi） 工事揚所 （図一1）： ス マ トラ島中部西岸 ， 州都 パ ダ

図一1 位 置図

ネ   大 林組　技術開発本部 土木技 術部 　課 長
＊ ＊  大林組 　技術開発本部士本技術部　課長代 埋

　ン よ り約 130km の 地点．

iv） 主要 工 事 ： 発電所関係 の 工 事内容 を表一一一1に 示 す 。

図
一2に 当社 が 請負 っ た 工 事 の 概要 を示す。

v ） 工 程 ： 表
一一2 に，契約時 の 工 程 と実施工 程を示す 。

Vi） 請 負 金 ：原 契約 ：46億 円，更 改契約 二70億円

3． 掘削工 事に伴 う問題 点

3．1　 当 初 計 画 概 要

図
一3，4に契約図書 に 明示 され て い た 発電所掘削平面

図，断 面 図 を示 す。掘削土 の 土質に関 し て は，第 5章に 詳

述す る が，契約図書 に よ る 土 質情報 で は，掘 削土の 90％ は

礫 ま じ り砂質土 と想定 された 。 こ の 掘削：ヒに対 して計画 さ

れ た土 工 機械 の 組合 わ せ は 以 下 の とお り で あ る。

　  　計画 掘削能率 ：45   ma ！月

July，1987

  掘削工 期 ： 8 か 月

  　施工 方 法 ： シ ョ ベ ル ・ダ ン プ 方式

　  　機械 の 組合 わ せ ニバ ッ ク ホ ウ 1 台 （O・7m3 ）

　　　　　　　　　　　ブル ド
ー

ザ
ー3台 （D − 6，7， 8）

　　　　　　　　　　　 シ ョ
ベ ル 2 台 （950，955L ）

　　　　　　　　　　　ダ ン プ トラ ッ ク 8 台 （12 トン ）

3．2 掘削 に 伴 っ て 発生 した 問題

　（1） 掘削揚所

　当初計画 に 某 づ き1980年 5 月 よ り山偵「】の 仮排水路 の 掘削

か ら開始 し た。同時 に 放水路 か ら発電所 へ の 進入路掘 削 を
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図一2　工 事 概要平 面図
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図一3 発 電所掘 削平 面図
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‘
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シ ョ
ベ ル

， ダ ン プ 方式 に て 行 っ た 。し か し，い ずれ も掘削

土 が軟弱 で 施工 能率が 著 し く低下 し，掘削土量 は ，月間

45　OOO　m3 の 計画 に 対 し て 実紬 5000 　m3 と実 に 1割程度 の

惨 た ん た る 状態で あ っ た e さ らに 掘削を開始 し て 4 か 月後，

発電所掘削斜路 の 切羽 部 で，地表 よ り 7 〜8m 掘 り下 が っ

た 時点 で 大規模な斜面崩壊が発生 し た （写真
一1）。こ の 斜

面崩壊 に よ り山側 の 仮設道路は分断され 掘削作業は ，中断

20

　力不足 な ど の 問題 が発 生 し た。

  　掘 削土 が軟弱 な た め ， 当初計画 の シ ョ ベ ル ，ダ ン プ

　方式 の 作業が困難で あ っ た 。 ま た ， ロ 絵写真
一一4 の よ

　 うに重機 が た び た び も ぐ り こ ん だ た め 多 く の 時間 を ロ

　 ス し た。

  土捨 て 場

発注者 よ り与 え られ た 土 捨 て 場 は ， 運搬距 離 500m ， 総

土 と基礎，35− 7 （354）
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　 表一3 降雨量

・ TT 「

（単位 lmm ）

’〜一一一一．一一＿．＿一一 月 　1234

198D年

1981年

降 雨 酬 18

　　　　　　　　　
l
　 l　　 …降 雨 量 1

　　　　　　　　　　　・・ 1 ・・ ll9降 雨 司　・捌　17

・ 醸 297 レ 3・ … 1658｝“ ・
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・・81 ・281
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羽 　 14．2
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言
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「5
… −

ii
・ 117　 151 ・7125

　　　　　35・ 4・6i ・9S

　 11　　　 L2　　　　計　　　 月斗弖均

　24　1　　27　　　　（15正　　
『

据．b
−’

．
・・1 陣 ・ 1（・86・） ・8・．・

1982禦：

降 雨 量 … 1．
痂
一

「

・5・ ［・3712281 ・・112S ・・8i32921 ・ 「217 「・・5336133 ［“。 卩 …

契約図 割 降 雨 mI 1・・ 114・ 1 ・・611 ・・ 「 181 ・・
1

副 ・26
｝壁 ．116・ 1 ！611

聖
・7匸「・蕊・・

面 積 で 約 5 万 m2 で あ っ た 。 こ こ で は ，特 に捨土 され た 土

の 性状が悪 い た め，捨土直後 は もと よ り，数 か月放置 した

捨土上 で も ブル ド
ー

ザ
ー
作業 は で きな か っ た 。 そ の た め多

層盛 土 は論外 で，自立 盛土高 さ は 2．Om 以内で あ r
） た。の

り面勾配 も非常 に緩 くな っ た た め土捨 て 場用地 が大幅 に不

足 す る こ とに な っ た 。

　3．3　施工 性 低 下 の 原 因

　施 工 性低下 の 主要原因 を以 下 に示 す 。

　 i） 降雨　　1980年 5 〜12月 ま で の 降雨量 は，表
一3 に

示 し た よ うに 月平均 で 483mln ，降雨 目19目，そ の 降雨 日

当た りの 降雨量 は ，
26mm1 日 と異常 に 多く ， 契約図 書 の

約 3倍 の 値 を示 し て い る。

　 ti） 掘削土 の 土性　　実際 に 掘削 し た土 の 性状 は，極 め

て悪か っ た （第 5 章に 詳述）。そ の 結果 ，   当初計画 の 効率

の 高 い 施 工 法 が適用 不 可 能，  作業盤，工 事用道路 に 敷設

す る砕石 の 増大と敷設時 の 掘 削作業の 中断，  土 捨て 場 で

の 土 砂仮置が 困難，  土捨て場 で の 搬入 路施工 困 難等 の 問

題 が 起きた。

　 fi） 転石 の 存在　　1980年 9 月 ま で の 全掘削量 に 占め る

転石 の 割合 は，BOQ の 数量約 1．0％ に比 べ て 5 倍以 上 で

あ っ た 。
こ の 結果施 工 上 の 問題 の み な らず，掘削機械，ダ

ン プ トラ ッ ク に 多大 の 損傷 をもた ら し ， 多 くの 修理時間 と

費用 を要 した、、

4． 対　策　工

　 4．1 掘 削場所

　 ω　掘削計画 の 変更

　現場 の 実状 に適 し た施 工 方法を選定す る た め種々 の 検討

を重 ね た が，最終的 に は 大型 バ ッ ク ホ ウ と重 ダ ン プ の 組合

わ せ 工 法 を採用 し た。掘削積込 み は ， 図
一5 に示す よ うに

掘 削盤 に 道路を設け ， そ の 道路 と一
緒 に 1 ス テ

ージ 4〜5

m 掘 削 し て い く方法を と っ た 。 し か し，こ の 施 工 法 で は ，
・
計画 以 上 に砕石 を 要 した の で． 2 層目か ら は斜路 で は い り

上向きの 切崩 し，積込 み に 変更 した。

　 こ の 計画 変 更 の た め 下 記 の 機械 を 1981年 3 月 末 よ り導入
』
した。 バ ッ クホ ウ 3 台 （38トン ク ラ ス ）， ダ ン プ トラ ッ ク

12 台 （15 トン）， 3 台 （岩用 12 トン ）， ブル ド
ー

ザ
ー3 台

（D7LGP ），　 ドラ グ ライ ン バ ケ ッ ト （2．　O　m3 ）。

JUIy，1987
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図一5　 掘削標準 図

　   　掘削 の り勾配 の 変更

　斜面崩壊 の 発 生 に よ り，当初計 画 の の り勾配 で は，の り

面 が 不安定 と判断 さ れ た。そ の た め 掘削 の り勾 配 を1 ： L5

に 変更す る と と もに，発電所 を山側 に エ2皿 移動 して ，崩壊

が 予 想 され る 土砂 は す べ て 除去 する よ う発 注者 か ら設 計変

更 （Variation　 order ） が あ り，掘削土量 は 当初の 約 31 万

m3 か ら約 38万 皿
3
に 増加 した （図

一 4参照）。

　   　そ の 他

　その 他の 対策と して は ，   転石掘削の 能率向上，  外注

下 請業者の 使用 ，   道路 の 補 修体制の 強化，  技能 工 の 確

保等 を実 施 した 。

　4．2　土捨て場

　（1） 土 捨 て場 の 追加

　劣悪 な 土 性 の た め 高盛土 が 不 可 能 と な り，追 加 の 土 捨 て

揚 を提供 し て もらっ た が ， そ れ で も 5．Om 以上 の 盛土 が必

要 とな り下記 に 示す安定処 理 を行 っ た 。

　   　生石 灰 に よ る 安定処 理

　捨土 され た盛土上 の トラ フ ィ カ ビ リテ ィ
ー
確保の た め砕

石 ， ト ン ネ ル ず り，ヤ シ 丸太，土木安定 シ
ート，竹枠 と シ

ー
ト，お よ び セ メ ン ト，生 石 灰 に よ る 安定処理 工 等，種 々

の 工 法 を試験的 に実施 した。そ の 結果，生石灰 に よ る 安定

処 理 工 法が最適 で あ っ た。

　改良土の 強度は ， 無 処 理 で は試料作成が 困難 な 土 が，生

石 灰添加量 2 ％で q・u．＝ O．8kgf ！cm2 ，　 5 ％ で g・u ＝2．8kgf ！

cm2 の 改良効果を 得 る こ とが で きた。

　土捨 て 場 で の 混合方法 は ， 土量 が多い た め ， 図
一6 に示

す よ うに ， ダ ン プ ァ ッ プ され た 土砂 ご と に そ の 揚で人力 に

よ り生 石 灰 を 2 ％散布 した 。 そ れ を ブル ドーザ
ー

で 混ぜな

が ら押土す る 施 工 法 を採用 し た 。

　 1 日経過後の コ
ー

ン 指数は ， qe＝2〜5　kgf！cm2 の 範囲と

な り湿地 ブ ル ドーザ ー（D7P ）の 押土作業が可能 と な っ た。
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図
一6 土捨 て 揚で の 施 工 方法

　搬入路 は， 1．Om の 厚さで 5 ％ の 改良を バ ッ ク ホ ウに て

行 い，そ の 上 に 砕石 を 0．5m 敷 く道路構造 と した 。 こ れ ら

の 対策 に よ り所定 の 土捨て 場敷地内で 掘削土 をすべ て 仮置

す る こ とが で きた 。

　以 上 の 対策で
，

1981 年 4 〜8 月まで に所定 の 土量 （月間

平均 5 万 m り を掘削す る こ とが で きた 。

5．　 土質条件の相違

　掘削工事を難航 させ た最大 の 要因は 入札時 に 与 え られ た

地質唐報と実際 の そ れ と が極端 に 違 っ て い た こ とに あ る。

こ の 相違 が 施 工 途上 で ，当初計圃 の 大変更 を 余儀な く さ

れ ， ひ い て は ，工 期 の 大幅 な遅延 と多大 な工 事費の

増大をもた ら し た と い っ て も過 言 で は な い 。

　以 下 に ，入 札資料 に お け る土質条件と実際 に遭遇

し た そ れ とを対比 して ，両者の 相違にっ い て 述 べ

る。な お，土性 の 差異 を科学的裏づ け に よ り明確 に

す る こ とが ， 後述す る発電所掘削 工 事 に おける ク レ

ーム の 根幹 を なす極めて 重要 な部分 に 位置 づ け られ

る も の で あ る 。

　5．1 入 札書に お け る地質情報

　（1） 地質概要

　発注者に よ る 地質調査 は，ボ ー
リン グ調査 お よび

弾性波探査 が な され，Information　 to　 Tenderers

（入札情報） に は ，地質柱状 図，地質図お よ び 1 断

面 の 地質断面図 とと もに ，地質概要 に 関す る解説 が

付 され て い た。そ の 解説 を 略記す る と ，

　「発電所 は 河 の 源 流 か ら 5km 下 流で ，河 床 か ら

120m 左 岸 の 山裾 に 位置 し て い る 。 沖積谷 の 段 丘 に

は水 田 が耕作され，地表は河側 へ 緩傾斜 して い る。

火 山 泥 流角礫岩 か らな る基 盤 層 は地 表 か ら17〜25rn

に 分布 し，河川方向へ 傾斜 して い る。岩盤 は シ ル ト

質砂，礫，転石 か らな る alluvial 　deposit（沖積層）

と近 くの 段 丘 斜面 よ り運 積 され た colluvial 　deposit

（崩積層） との 不均質な 互 層 に被 わ れ て い る。地盤

の 透水係数は 10−3〜10曹4cm ！s と比 較的透水性 が 良

く，地 下 水 は 河 川 お よび 山 か らの 浸透水 に よ っ て 常

2z

　　　　　　　時地表面 に ある。山裾 に 広 が る崩積層は，風 化岩 ， 崩

　　　　　　　壊岩 か らな り，厚い と こ ろ で は 18rn に 達す る 。 放水路

　　　　　　　は全長 に わ た り沖積層 と崩積層を掘削す る 。」

　　　　　　　　  　土質柱状図

　　　　　　　　発電所近傍 で 行わ れ た 4 箇所 の ボー
リン グ調査 の う

　　　　　　　ち代表的 な土質柱状図を 図一7 に 示 す 。

x
，＿ 一 　　　（3） 掘 削土 の 土質判定

　（単位 ：m ）　　　 i） 土層分布

　　　　　　　　各土質柱状図よ り土質区分ご との 合計層厚お よび分

　　　　　　　布割合 を 整理 す る と 表一4 の よ うに な る。 こ の 表 よ

　　　　　　　り， 転石 を含む SC よ り粗粒 の 土 は全体 の 90％近 くを

　　　　　　　占め，シ ル ト， 粘土 の 細粒 土 は 極 め て 少 な い こ とが分

　　　　　か る。こ れ は前述 の 土質情報 と も合致 し て い る。

　　　　　　の　工学的性質

　　　　　　土工 作業を念頭に置い た各土 質の 工 学的性質を，数種類

　　　　　の 墓準 を もと に判別 ， 整理 した もの の うち，代表例を表
一

　　　　　5 に 示 す 。 こ の 表よ り，

一
般的 に ， 粗粒土 は細粒土 に比 べ

　　　　 エ 学的 に優れ た性質を持っ て お り， 特 に ， 土工 上問題 の 少

　　　　　な い 土質と言 え る 。

　　　　　 以上 ， 与 え られ た 地質情報 お よ び
一

般的工学特性よ りみ

　　　　　て，当該掘削土 は ，

一部 ， シ ル トや粘土 を含む が，大半は

　　　　 粗粒 の 土砂か らな り，特殊 な 工 法を必 要 と しな い 一般的 な

　　　　 掘削方法 で ， 対応可能 な土 と判断 され る。
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表一4　土質 区分ごと の 比 率

ボーリガ N ・ ・1　 　 E − ・

土 質 区 三rl 層 厚 （m ） 国 率 （万

転

PMCWPMCLlGGGSSSSMC
石 4．i1

．61
．5

24．09
．48
．8

全 ボ ー
リン グ平均

1，30
．66
．51
．9

7．63
，538
．211
，2

−
ー
｝

比　率　（％）

　2轟蕊

20N50

表
一5 土 の 工 学的性質 と土構造物への 適用性

lo

工 　 　　学　 　　的　　 　性 　　 　質

透 　　 水　 　 性

せ ん 断 強 度

圧　 　 縞　 　 性

土工 材料と して の

ワ
ー

カ ビ リテ ィ
ー

IG
？，S〜V，SP 一

透水性良好

GM ，　 SM ，　 ML 一難透水N 不 透水

GC ，　 SC ，　 CL 一
不透水

GP ，　 GM ，　 GC ，　 SW ，　 SP ，　 SM ，　 SC 一
優 N 良

ML ，　 CL 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　一劣

GP ，　 GM ，　 GC ．　 SW ，　 SP 一極め て小

SM ，　 SC 　 　 　 　 　 　 　
一

小

ML ．　 CL 　　 　　 　　 　 　
一

中

GP ，　 GM ，　 GC ，　 SW ，　 SC 一
優
〜

良

SP ，　 SM ，　 ML ，　 CM 　 　
一

良一劣

基準 ：ア
ー

ス マ ニュァ SVU ．s．DJ ．B．R ，：），上質分類 ：USC 規格

　 5．2　実際 の 土 質条件

　実際 の 掘削時 に 遭遇 した 土 は ， 入札情報 で 判断 した もの

と著 し く異 な り， そ の 土質分布 ， 強度 ， 透水性 ， トラ フ ィ

カ ビ リテ ィ
ー
等，すべ て に お い て 不利な要 因をもつ もの で

あ っ た。以下 に現場 で の 観察 ， 原位置 お よ び 室内試験 に基

づ く土質条件 にっ い て 述べ る 。

　（1） 現場 に お け る 調査，試験

i） トラ フ 朸 ビ リテ ・
一 ＼

＼ 　πτ
．
・1ヒ涵

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／

掘削敷地内で，掘削段階ごとに

行 っ た コ ーン 試験 の 結果，不攪

乱地山 に 対 して も 9c＝2〜3　kgf

！cm2 と著し く低く， 現実に，

湿 地 ブ ル ド
ー

ザ ーが走行不 能 の

状態で あ っ た （ロ 絵 写 真一4 参

照）。 　さ ら に，掘削土 は各作業

段 階 で 軟 弱 化 し，土 捨 て 場 に お

い て は泥 流状と化し， 自然勾配

は 1 ： 10以上 とな っ た。捨 土 の

コ
ーン 試 験 で は，ロ ッ ドが 自沈

しほ とん ど qc ＝O を示 した。

　 i〕 排水性　　掘削中重力排

水 を 実 施 した。の り面上 で 深度

ご との 含水比 を と り， 地盤 の 排

水性 を 調査 した結果，の り面 は

掘 削 後 1 か 月 近 く放置 され て い

臙 ＼ ＼

睡＝ 玉

＼

i比　　　 童　し，．
it濯 割 隻1ゆ

3
）．二

IA ＝ンサ
ル タン ト
ISSO，6

た に もか か わ らず ， 深度 50Cm と 1m で は，ほ とん ど含水

比 の 変化 がみ られ ず，掘 削 に よ る 地 下 水 の 自然低下 が期待

で きな い こ とを物語 っ て い た 。

　 （2） 室内土質試験

　 掘削中に 採取 した 試料 に つ い て，各種機関 で 土 質試験 を

行 っ た 、 そ の 結果 を表
一 6 に示す。こ の 試験値よ り次 の よ

うな 土質上 の 特徴 が 読 み と れ る 。

　 i） 粒度分布 とコ ロ イ ド含有量　　表
一一6で 分 か る よ う

に ， 粗粒分 は 40〜80％，細粒分 は 20 〜60％ に分布 して い

る。注目 され る の は ，細粒 分 に 占め る 粘土 の 含有比 率 が高

く，中で もコ ロ イ ド （0・001mm 以 下 ）含有量 が極 め て 高

い こ とで ある。こ れ は 細粒分比率が低い に もか か わ らず，

全 体 の 土性 が コ ロ イ ドを含む 細粒 土 の そ れ に 強 い 影響を受

け る こ と を示 唆 して い る 。

　 H＞ コ ン シ ス テ ン シ
ー　　統一分類 上 の 粗粒 土，細 粒 土

の 区 分 に か か わ らず，大 半 の 試料 で コ ン シ ス テ ン シ ー指数
ノG が 0 な い し 0 以下を示 し ， 容易 に液状化 しや す い 性状を

表 し て い る。す な わ ち，掘 削土 の 大半 は，土工 作 業時 の 物

理的攪 乱 に よ り極 め て た や す く軟弱化す る 性質を有して い

る も の と判断 され る 。

　 亜） 鋭敏比　　鋭敏比 を 推定 す る
一

手 段 と して ，
　Skemp −

ten らの 実験 と実測値 に 基 づ い て 作 っ た 状態図
3）

を参考 と

した 。 こ の 図 に 当試料 の 結果 を記 入 した もの を 図一一8 に 示

す 。 こ れ に よ る と， T −3 を 除 き， ほ とん どの 試料 が Sr＝

18〜40と高 く，超鋭敏 な 粘士 に 属す る こ と が判明 した 。

　（3） 化学，鉱物的分析

　現揚 で 発生 し た 多 くの 問 題 が ，主 と して 掘削土 中 の 細粒

分 の 固有 な挙動 に よ る と こ ろ が多い と判断され た た め 当該
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表
一7　化学，鉱物的 分析結果
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．02
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87．4

試料 の 化学，鉱物的分析 を試 み た。試験内容 お よび 結果を

表一 7 に 示 す。こ れ ら以外 に X 線 回 折，石 灰反応試験 お よ

び 電 子 顕微鏡に よ る観察等 も行 っ た。

　 こ こ で は 結果 の 詳細な説明 は省略す る が，各試験，分析

の 結 果，粘土鉱物 と して ，ア ロ フ ェ ン ，ハ ロ イ サ イ トの 存

在が確認 され，そ の 含有比率 は以 下 の よ うに推定 され た。

ア ロ フ ＝ ン ： ハ ロ イ サ イ ト ニ ギブ サ イ ト，ク リス トバ ラ イ

ト＝3 ： 3 ； 4

　ア ロ フ ェ ン や ハ ロ イ サ イ トの 粘土鉱物を含む 土 は，掘削

や運搬，敷 な ら し等 の 作業 に 伴 う物理的攪乱 を受ける と，

強度が極端 に 低下 す る こ と が 知 られて い る。こ れ は，ア ロ

フ ェ ン の 比表面積は極め て 大 き く，表面に は親水性 の OH

分子 を持 っ て お り，多量 の 水分を吸着 し やす い 構造 を し て

い る 。 こ れ が機械的攪乱 に よ っ て ，マ ト リ ク ス の 内部 で 自

由水化 し，土 を軟弱化させ るた め で あ る。同様 に，ハ ロ イ
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サ イ トは粒 子 配 列 状態 に よ っ て は，間隙 に含 ま れ る 水 分 が

自由水化 す る際 に著 しい 軟弱化 を示 す 。 こ れ らの 土 は 関東

ロ
ー

ム に 代表 され る よ うに
“

特殊土
”

に位置づ け られ て い

る。

　ま た，分 散試験 の 結果 で は ， 分散率 が 平均87．4％ と ，

一

般 の 粘性土 よ りは る か に大 き い 値を示 して い る．こ れ は 単
一・一

粒子 の 間 を結合 し て い る物 質 が 少 な い こ と を示 唆 して お

り，施工 的 に は，雨 水 ， 湧水中 に 攪拌 ， 懸濁 され た 土 粒子

が 水中に分散，泥状化 しや す く， 排水 され難 い 性質を示 し

て い る。

6．　 ク レ ー ム

　 6．1　 契約 条 件 の 特徴

　 当工 事 の 契約形態 は国際競争入札 に ょ ろ Bill 。f　Quantity

（BOQ ）契約 で あ る。 当工 事 の
一

般契約条件書 は FIDIC

標準約款 とは か け離 れ た ロ
ー

カ ル 色の 強 い もの で あ る。な

か で も特徴的なもの と し て ， Engineer の 契約上 の 立場 お

よ び 権限 が不 明 確 な 点 が挙げ られ る。す な わ ち，工 事運 営

管 理 の 実施機関は
ttThe

　Projeet　O 伍 ce （P．0 ．）
”

と規定 さ

れ，Engineerは P．O ．に対 す る Technical　ACIviserと し

て 位置づ け られ，P・0・の 構成 員 の
一

部 と な っ て い る。

Engineer は 紛争の 処理 の 条項の み ， 独 立 し た 人格と し て

認 め られ て お り，い わ ゆ る二 重 入 格 を持 た され て い る。

　 そ の 他，FIDIC 約款 と相 違事 項 が多 く，契約 書 金 文 を

通 して 業者に
“All　risk ”を持た せ る と い う思想が強く働い

て い た もの と想定され る 。 こ れ が当工 事の マ ネージ メ ン ト

お よ び ク レ
ーム 交渉時 に直面 し た 数多 くの 難 し さの 基 因 を

なす もの で あっ た 。

　 6．2　ク レ
ーム

　 工 事施 工 巾に 生起 し た ク レ
ーム の うち，発電所掘削工 事

に 関連す る ク レ
ーム の 骨子 は 以下 の とお りで ある 。

　 「発電所お よ び放水路 に おけ る 掘削 に 際 し，掘削土量 の

増加，異常降雨，特殊土 の 存在お よ び 予 想以上 の 転石 量 に

よ t），Contractor は 予期せ ぬ Di伍 culties に遭遇 し ， こ れ

を克服す る た め多大な追加費用 を要 した。こ の よ うな状態

で の 掘削工 事に 契約単価を適用 す る の は unreasonable で

あ り，契約約款
“Chang 　in　the 　 works （工 事変更）

”
に よ

り，新単価の 設定お よ び 工 期延 伸 を要求す る 。」

　ク レ ーム の 根拠は ， 主 と し て 実際の 現場 に お い て ，入 札

図書に記載 され て い る条件 と著 し い 相違 が あ っ た とい う事

実に対して
“

こ れ ら は経験 ある コ ン トラ ク タ
ー

に して も予

想 で きな か っ た と い う事 （unforeseen 　 conditions ） で あ

り， こ の 相違は契約上 コ ン トラ ク ターが負 うべ き責佳 と義

務 と リ ス ク の範囲外 の もの で あ る
”

とい う事 と，工 事 の 促

進 の た め に投入 した追加機械等 の 補償 に つ い て で あ っ た 。

　相違の 事実お よ び工 期延 伸 の 理 由 と し て は，

　  異常降雨，  土質条件の 相違 ，  掘 削数量 の 増大， 

転石掘削量 の 増大，  発注者 に よ る L！c （信用状） の 開設

土 と基礎，35− 7 （354）
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の 遅れ ，  発電所掘削中 に 発 生 した斜面崩壊お よ び 記録的

暴風雨 に よ る 工 亊中断b

等 で ある。以上 の 根拠 の うち ， 最大 の 争点 は
“
土 質条件の

相違
”

に 開す る 点 で あ P， ク レ
ーム 初期の 段階で，ク レ ー

ム 提示 者 と査定者 の 間 で 少 な か らぬ 見解 の 相違 が あ っ た 、

すなわ ち，
“Site　Conditions”の 中で ，

　「……Any 　 records 　 of 　 subsurface 　 conditions ，　 water

records 　or 　other 　observation 　9．　which 　may 　have　been

made 　by　the 　Employer ．中略，　 but
，
　there 　is　no 　expressed

or 　implied　guranttee 　 as　 tQ　 the　accuracy 　 of　 the　 records

or 　 any 　interpretation　 of 　them ．　 The 　Contractor　 agrees

that　he　 recognizes 　 this　 and 　that　 he　 has　 formed 　 his

（エpinion　of 　the　local　conditions 　after 　an 　inspection　of

the 　Project　Area 　and 　after 　other 　 investigations　 which

he　 has　 deemed　 necessary ．

（発注者 か ら提 示 され た 地質，地 下水条件等 の デ
ー

タ
ー

に

関 して は ， そ の 正確性や解釈 に っ い て は何ら保証 され たも

の で は な い 。
コ ン トラ ク ターは 上記の 事を認識した うえで，

現地 の 視察 お よび 必 要 と あ ら ば ほ か の 追加調 査 を行 い ，現

場条件 に つ い て 自ら判断す る とい うこ とを認 め る
……）」

と い う条文 を盾 に ，査定者は，ク レ
ーム 拒絶 の 根拠 と した。

　 すな わ ち，
“
入札資料 に 示 され る 各種 の デ ー

タ
ー

は 単 な

る参考程度の もの で，請負業者 は 現地視察や追加調査 の 機

会 を 与 え られ て い る の だ か ら現 場 条件 を事前 に，十分 に 把

握で きた はずだ
”

とい う見解で あ っ た。

　 そ れ に対す る反論 と して，

　   　現場 の 調 査，精 度 は 発 注 者サ イ ドの そ れ が，は るか

　　 に業者よ り高 く， か つ
， 業者が調査 に 要した 時間よ り

　　 も は るか に長時間 か け て い る 。

　  　業者 は 入札時 に 与 え られ た情報を 正確に理解 し， す

　　 べ て 正 しい と信 じ た 。

　   当初 の 設計数量 と実際の 数量 との 差 が コ ン トラ ク タ

　　 ーの 負 うリス ク の 範囲を大幅 に 越 え た もの に対 し て は，

　　BOQ の 単価 の 妥当性 を失 うの で ， そ の 改訂を求 め る

　　 こ とがで きる。

　   　 コ ン トラ ク タ
ー

は ，
こ の 困難 な 状況 の も とで，そ れ

　　 を克服す るた め に あらゆ る 手段を講 じた の で ， そ の 補

　　償を求め る。

等 の 見解を述べ ，ク レ
ー

ム の 正 当性を主張 し た。
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　 た び 重 な る 交渉 の の ち，最終的 な両者 の 主張 の 接点 は ，

契約約款 の
“Change 　 in　 the 　 works

”

の 内，　 Change　the

character 　or 　 quality 　of 　 any 　such 　work 　and ！or 　the

method 　of　performance 　of　the　wQrk （工 事内容あ る い は ，

施 工 法 の 変 更 ） とい う条文 に 見 い 出 され た。

7．　 あ と が き

　1980 年 5 月 に着工 した 発 電 所 構築工 事 は，1983年 8月，

建築 ， 設備工 事 を も っ て 完了 した 。 予 定工 期よ り実 に 10．5

か月 の 遅延 で あ っ た 。 す べ て は掘削工事の 大 ll冨な 遅れ が最

後 ま で 尾 を引 い た も の で あ る 。 ま た，工 事 費 も大 幅 に膨 れ

上 り， 文字通 りの 難工 事で あ っ た 。 こ の 原因 を挙 げ れ ば枚

挙 に い とま が ない が，仮 に，こ の 工 事が 目本国内 で 行わ れ

て い た な ら ば，実害 を 1！2 な い しは 1！3 位 で 済 ま せ ら れ た

もの と思 わ れ る 。っ ま り，海 外工 事 の 特殊性ゆえ の 要因が

こ の よ うな結果 を招 い た もの と言 え る。要因 と し て は，目

本 と の 情報交換 の 不 便 さ，建設資材，機械，労務お よ び 下

請組織等 の 物理的諸条件 の 不利 さ，また，言語，慣習，法

律，環境等 の 相違 に 基づ く トラブル な ど，数多 く指摘 で き

る 。 しか し， 何 とい っ て も ， 建設地 に 特有の 地理 ， 地質，

気候等 ， 施工 計画 に直結す る条件に関 して，い か に広 く ，

信頼性 の 高い 情報を入手 で き る か 否 か が 最大 の ポイ ン トと

考え られ る。な ぜ な らば，工 法変更 が施 工 途中で 容易 に で

きない 海外工 事 の 場合 ， 初期 の 計画 の 妥当性 が 二ll：9 の 死命

を制す と い っ て も過言 で は な い と 思 わ れ る か らで あ る。

　なお ， ク レ ーム に関し て は，両当事者の た び た び に わ た

る 交渉の の ち，極端に数量 が増加 した項 目な どを主 と して ，

こ の ク レ ーム の
一部は認 め ら れ た。

　最後 に ， 本稿 は ， 社内外 の 工事関係者 の 努力 の 結晶で あ

る 工 事記録，ク レ
ーム 文 書等 の 貴重 な資料を も とに ま と め

た もの で ある 。 こ こ に ， 関係各位に対 し，感謝 の 意を 表 し

ます。
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